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令
和
令
和
66
年
度
事
業
報
告
、

年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
を
承
認

収
支
決
算
を
承
認

第
１
３
１
回
通
常
議
員
総
会

第
１
３
１
回
通
常
議
員
総
会

　
６
月
25
日
㈬
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
出
雲
に
て
第
１
３
１
回
通
常
議
員
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告・収
支
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
概
要
は
２
～
６
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
事
業
報
告

○
概
況

　
わ
が
国
経
済
は
、
企
業
の
旺
盛
な
設

備
投
資
を
背
景
に
、「
成
長
型
経
済
」
へ

の
転
換
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
変
革
を
実
現
す
る
鍵
と

な
る
の
は
、「
中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
の
強

化
」
と
「
地
域
経
済
の
再
活
性
化
」
で
す
。

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
成
長
な
く
し
て
、
持
続
的

な
発
展
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
企
業
は
、
円

安
や
コ
ス
ト
上
昇
、
深
刻
な
人
手
不
足

に
加
え
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
賃
上
げ

へ
の
対
応
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
出
雲
地
域

で
は
、
３
月
に
出
雲
・
湖
陵
道
路
、
湖
陵
・

多
伎
道
路
が
開
通
し
、
地
域
間
の
交
流

促
進
、
観
光
・
産
業
の
振
興
、
そ
し
て

地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
へ
の
大
き
な

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
好
機
を
最
大
限
に
活
か
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
当

所
で
は
商
工
会
議
所
活
動
の
主
軸
で
あ

る
部
会
活
動
を
強
化
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
従
来
の
部
会
を
統
合
し
、
新

た
に
金
融
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
を
発

足
さ
せ
、
全
７
部
会
体
制
と
し
て
、
よ

り
機
動
的
か
つ
専
門
性
の
高
い
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
の
持
続
的
な
発
展
と

変
革
の
核
と
な
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ

推
進
委
員
会
と
Ｇ
Ｘ
推
進
委
員
会
を
新

設
し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
委
員
会
で

は
、
会
員
企
業
の
競
争
力
強
化
と
地
域

経
済
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

最
新
動
向
の
調
査
研
究
や
具
体
的
な
支

援
策
の
検
討
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
部
会
・
委
員
会
活
動
を
基
盤

と
し
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、
島
根

県
商
工
会
議
所
連
合
会
や
出
雲
市
商
工

団
体
協
議
会
と
連
携
し
、
島
根
県
や
出

雲
市
に
対
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
資

す
る
各
種
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
へ
の
経
営

支
援
体
制
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、「
相

談
支
援
体
制
機
能
強
化
事
業
」
や
「
事
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業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
」
と
い
っ

た
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
よ

り
多
く
の
事
業
所
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
実
効

性
の
高
い
支
援
を
提
供
し
ま
し
た
。

特
に
、
地
域
経
済
の
持
続
可
能
性
を

維
持
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
事
業
承
継
に
お
い
て
は
、
廃
業
増

加
の
現
状
を
踏
ま
え
、
後
継
者
不
足
や

事
業
譲
渡
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
掘
り
起
こ

し
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
策
を
検
討
し
、

事
業
承
継
を
強
力
に
後
押
し
し
ま
し
た
。

地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
創
業
の
促

進
に
つ
い
て
は
、
出
雲
市
、
ミ
ラ
イ
ビ
ジ

ネ
ス
い
ず
も
、
い
ず
も
創
業
・
第
二
創

業
・
事
業
承
継
に
係
る
連
携
支
援
「
御
縁
」

と
連
携
し
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
、
創
業
塾
、

創
業
実
践
塾
の
開
催
に
協
力
し
た
ほ
か
、

「
出
雲
市
地
域
商
業
等
支
援
事
業
費
補
助

金
」、「
地
域
課
題
解
決
型
し
ま
ね
起
業

支
援
事
業
費
補
助
金
」
の
計
画
策
定
支

援
や
個
別
相
談
を
通
じ
て
創
業
を
支
援

し
ま
し
た
。

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
と
し
て
恒
例
の
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
開

催
し
、
市
民
の
皆
様
が
中
心
市
街
地
に

足
を
運
ぶ
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
飲
食
店
へ
の
誘
客
と
消
費
喚
起
を
目

指
し
、「
出
雲
直
会
バ
ル
２
０
２
５
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
貢
献
し
ま
し
た
。

商
工
会
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
に
完
了
し
た
商
工
会
館
の
耐

震
化
・
長
寿
命
化
工
事
を
機
に
、
テ
ナ

ン
ト
誘
致
と
貸
室
利
用
の
促
進
に
努
め

ま
し
た
が
、
継
続
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
出
雲
商
工
会
議
所
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
会
員
事
業
者
の
皆
様

の
発
展
の
た
め
、
時
代
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

以
下
、
令
和
６
年
度
重
点
事
業
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
取
組
み
内
容

１
．経
営
力
向
上
や
事
業
継
続
に

向
け
た
支
援
強
化

・
巡
回
訪
問
強
化
に
よ
る
経
営
課
題
の

掘
り
起
こ
し

賃
上
げ
、
人
手
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、
物
価
上
昇
、
円
安
な
ど
様
々
な

影
響
を
受
け
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経

営
環
境
が
続
く
中
、
経
営
指
導
員
を
中

心
に
巡
回
訪
問
・
窓
口
相
談
な
ど
に
よ

り
景
気
動
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

様
々
な
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
企
業

課
題
の
抽
出
、
経
営
分
析
の
実
施
、
事

業
計
画
の
策
定
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
６
年
３
月
末

で
終
了
予
定
で
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
資
金
繰
り
支
援
が
６
月
末
ま
で
延

長
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
島
根
県
制
度

融
資
を
中
心
に
多
く
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。
資
金
需
要
と
し
て
は
、
小
口
保

証
制
度
「
か
な
え
」
や
県
制
度
融
資
の

「
収
益
力
改
善
伴
走
支
援
型
特
別
資
金
」

の
利
用
が
多
く
、
資
金
繰
り
に
つ
い
て

支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
継
続
お

よ
び
新
事
業
展
開
を
企
図
す
る
意
欲
あ

る
事
業
者
に
対
し
て
は
、「
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
」や「
飲
食
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
新
事
業
展
開
支
援
事
業
補

助
金
」
な
ど
を
中
心
に
各
種
補
助
金
の

申
請
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事

業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
相
談

支
援
体
制
機
能
強
化
事
業
に
よ
る
専
門

家
派
遣
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
各
事
業

所
の
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言
や
、
事

業
計
画
の
策
定
な
ど
の
支
援
を
専
門
家

と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援

昨
年
度
か
ら
の
円
安
な
ど
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
諸
物
価
の
高
騰
が

長
引
い
て
お
り
、
企
業
の
採
算
確
保
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
し
、
今
年
度
も
県
・
市
か
ら

は
手
厚
い
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
島
根

県
の
「
飲
食
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
対
策
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
」
や
出
雲
市
の
「
出
雲

市
中
小
企
業
者
等
デ
ジ
タ
ル
化
・
省
力

化
等
促
進
支
援
事
業
補
助
金
」、「
出
雲

市
中
小
企
業
者
等
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
補

助
金
」
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
相
談
を

受
け
、
申
請
支
援
を
精
力
的
に
行
い
ま

し
た
。

２
．事
業
承
継
、創
業
支
援
お
よ

び
生
産
性
向
上
支
援

・
経
営
者
、
後
継
者
双
方
へ
の
事
業
承

継
の
啓
発
と
創
業
へ
の
支
援
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日
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ュ
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１
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通
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総
会
を
開

催
し
ま
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。
総
会
で
は
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和
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に
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て
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い
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令
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国
経
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、
企
業
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旺
盛
な
設

備
投
資
を
背
景
に
、「
成
長
型
経
済
」
へ

の
転
換
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
変
革
を
実
現
す
る
鍵
と

な
る
の
は
、「
中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
の
強

化
」
と
「
地
域
経
済
の
再
活
性
化
」
で
す
。

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
成
長
な
く
し
て
、
持
続
的

な
発
展
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
企
業
は
、
円

安
や
コ
ス
ト
上
昇
、
深
刻
な
人
手
不
足

に
加
え
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
賃
上
げ

へ
の
対
応
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
出
雲
地
域

で
は
、
３
月
に
出
雲
・
湖
陵
道
路
、
湖
陵
・

多
伎
道
路
が
開
通
し
、
地
域
間
の
交
流

促
進
、
観
光
・
産
業
の
振
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、
そ
し
て

地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
へ
の
大
き
な

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
好
機
を
最
大
限
に
活
か
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
当

所
で
は
商
工
会
議
所
活
動
の
主
軸
で
あ

る
部
会
活
動
を
強
化
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
従
来
の
部
会
を
統
合
し
、
新

た
に
金
融
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
を
発

足
さ
せ
、
全
７
部
会
体
制
と
し
て
、
よ

り
機
動
的
か
つ
専
門
性
の
高
い
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
の
持
続
的
な
発
展
と

変
革
の
核
と
な
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ

推
進
委
員
会
と
Ｇ
Ｘ
推
進
委
員
会
を
新

設
し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
委
員
会
で

は
、
会
員
企
業
の
競
争
力
強
化
と
地
域

経
済
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

最
新
動
向
の
調
査
研
究
や
具
体
的
な
支

援
策
の
検
討
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
部
会
・
委
員
会
活
動
を
基
盤

と
し
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、
島
根

県
商
工
会
議
所
連
合
会
や
出
雲
市
商
工

団
体
協
議
会
と
連
携
し
、
島
根
県
や
出

雲
市
に
対
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
資

す
る
各
種
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
へ
の
経
営

支
援
体
制
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、「
相

談
支
援
体
制
機
能
強
化
事
業
」
や
「
事
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業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
」
と
い
っ

た
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
よ

り
多
く
の
事
業
所
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
実
効

性
の
高
い
支
援
を
提
供
し
ま
し
た
。

特
に
、
地
域
経
済
の
持
続
可
能
性
を

維
持
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
事
業
承
継
に
お
い
て
は
、
廃
業
増

加
の
現
状
を
踏
ま
え
、
後
継
者
不
足
や

事
業
譲
渡
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
掘
り
起
こ

し
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
策
を
検
討
し
、

事
業
承
継
を
強
力
に
後
押
し
し
ま
し
た
。

地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
創
業
の
促

進
に
つ
い
て
は
、
出
雲
市
、
ミ
ラ
イ
ビ
ジ

ネ
ス
い
ず
も
、
い
ず
も
創
業
・
第
二
創

業
・
事
業
承
継
に
係
る
連
携
支
援
「
御
縁
」

と
連
携
し
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
、
創
業
塾
、

創
業
実
践
塾
の
開
催
に
協
力
し
た
ほ
か
、

「
出
雲
市
地
域
商
業
等
支
援
事
業
費
補
助

金
」、「
地
域
課
題
解
決
型
し
ま
ね
起
業

支
援
事
業
費
補
助
金
」
の
計
画
策
定
支

援
や
個
別
相
談
を
通
じ
て
創
業
を
支
援

し
ま
し
た
。

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
と
し
て
恒
例
の
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
開

催
し
、
市
民
の
皆
様
が
中
心
市
街
地
に

足
を
運
ぶ
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
飲
食
店
へ
の
誘
客
と
消
費
喚
起
を
目

指
し
、「
出
雲
直
会
バ
ル
２
０
２
５
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
貢
献
し
ま
し
た
。

商
工
会
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
に
完
了
し
た
商
工
会
館
の
耐

震
化
・
長
寿
命
化
工
事
を
機
に
、
テ
ナ

ン
ト
誘
致
と
貸
室
利
用
の
促
進
に
努
め

ま
し
た
が
、
継
続
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
出
雲
商
工
会
議
所
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
会
員
事
業
者
の
皆
様

の
発
展
の
た
め
、
時
代
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

以
下
、
令
和
６
年
度
重
点
事
業
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
取
組
み
内
容

１
．経
営
力
向
上
や
事
業
継
続
に

向
け
た
支
援
強
化

・
巡
回
訪
問
強
化
に
よ
る
経
営
課
題
の

掘
り
起
こ
し

賃
上
げ
、
人
手
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、
物
価
上
昇
、
円
安
な
ど
様
々
な

影
響
を
受
け
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経

営
環
境
が
続
く
中
、
経
営
指
導
員
を
中

心
に
巡
回
訪
問
・
窓
口
相
談
な
ど
に
よ

り
景
気
動
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

様
々
な
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
企
業

課
題
の
抽
出
、
経
営
分
析
の
実
施
、
事

業
計
画
の
策
定
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
６
年
３
月
末

で
終
了
予
定
で
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
資
金
繰
り
支
援
が
６
月
末
ま
で
延

長
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
島
根
県
制
度

融
資
を
中
心
に
多
く
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。
資
金
需
要
と
し
て
は
、
小
口
保

証
制
度
「
か
な
え
」
や
県
制
度
融
資
の

「
収
益
力
改
善
伴
走
支
援
型
特
別
資
金
」

の
利
用
が
多
く
、
資
金
繰
り
に
つ
い
て

支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
継
続
お

よ
び
新
事
業
展
開
を
企
図
す
る
意
欲
あ

る
事
業
者
に
対
し
て
は
、「
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
」や「
飲
食
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
新
事
業
展
開
支
援
事
業
補

助
金
」
な
ど
を
中
心
に
各
種
補
助
金
の

申
請
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事

業
継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
相
談

支
援
体
制
機
能
強
化
事
業
に
よ
る
専
門

家
派
遣
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
各
事
業

所
の
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言
や
、
事

業
計
画
の
策
定
な
ど
の
支
援
を
専
門
家

と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援

昨
年
度
か
ら
の
円
安
な
ど
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
諸
物
価
の
高
騰
が

長
引
い
て
お
り
、
企
業
の
採
算
確
保
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
し
、
今
年
度
も
県
・
市
か
ら

は
手
厚
い
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
島
根

県
の
「
飲
食
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
対
策
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
」
や
出
雲
市
の
「
出
雲

市
中
小
企
業
者
等
デ
ジ
タ
ル
化
・
省
力

化
等
促
進
支
援
事
業
補
助
金
」、「
出
雲

市
中
小
企
業
者
等
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
補

助
金
」
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
相
談
を

受
け
、
申
請
支
援
を
精
力
的
に
行
い
ま

し
た
。

２
．事
業
承
継
、創
業
支
援
お
よ

び
生
産
性
向
上
支
援

・
経
営
者
、
後
継
者
双
方
へ
の
事
業
承

継
の
啓
発
と
創
業
へ
の
支
援
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専門家派遣企業数の推移

婚活事業・かみこん 親子で行くお仕事見学ツアー

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
事
業
承

継
や
事
業
継
続
の
重
要
性
が
一
層
増
し

て
い
る
中
、
経
営
者
・
後
継
者
双
方
へ

の
事
業
承
継
に
向
け
た
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
や
事
業
承
継
推
進
員
、
事
業
継

続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
、

島
根
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
し

た
。一

方
で
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
創
業
の
促
進
は
不
可
欠
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
出
雲
市
、（
特
非
）

ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず
も
、
い
ず
も
創

業
・
第
二
創
業
・
事
業
承
継
に
係
る

連
携
支
援
「
御
縁
」
と
も
連
携
を
図
り

創
業
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
創

業
者
向
け
の
補
助
金
制
度
「
地
域
課
題

解
決
型
し
ま
ね
起
業
支
援
事
業
費
補
助

金
」
の
申
請
に
つ
い
て
も
計
画
書
な
ど

の
作
成
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
販
路
開
拓
、
生
産

性
向
上
支
援

近
年
相
談
の
多
い
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

販
路
開
拓
、
生
産
性
向
上
、
業
務
効
率

化
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
Ｉ

Ｔ
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
実
施
し
た
ほ

か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
効
果
的
な
情
報

発
信
の
仕
方
や
集
客
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
島
根
県
の
事
業
継
続
力
強
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
な
ど
の
専
門
家

派
遣
制
度
を
活
用
し
、
売
上
拡
大
を
目

指
す
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
し
た
。

３
．地
方
創
生
の
推
進

・
観
光
の
振
興

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
需
要
回
復
を

受
け
、
３
月
に
は
山
陰
道
「
出
雲
・
湖

陵
道
路
」、「
湖
陵
・
多
伎
道
路
」
が
開

通
し
、
今
後
の
広
域
観
光
の
振
興
や
人

流
・
物
流
の
活
性
化
が
大
き
く
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
地
で
は
滞
在
型

観
光
の
不
足
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
あ

た
っ
て
は
、
出
雲
市
が
新
た
な
「
出
雲

市
観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め

に
、
今
年
度
設
置
し
た
出
雲
市
観
光
戦

略
会
議
に
市
内
経
済
団
体
の
代
表
と
し

て
参
画
し
、周
遊
滞
在
と
消
費
の
促
進
、

観
光
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
計
画
策
定
に
積
極
的

に
意
見
具
申
し
ま
し
た
。

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
観
光
交

流
イ
ベ
ン
ト「
出
雲
そ
ば
と
美
食
の
旅
」

や
「
出
雲
神
話
ま
つ
り
」
な
ど
を
コ
ロ

ナ
以
前
の
水
準
で
実
施
し
た
ほ
か
、
当

所
も
構
成
員
と
し
て
参
画
す
る
出
雲
市

商
工
団
体
協
議
会
で
は
、「
出
雲
の
日
」

を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に

寄
与
し
ま
し
た
。

・
市
街
地
活
性
化
の
推
進

行
政
や
中
心
商
店
街
、
関
係
支
援
機

関
と
密
接
な
連
携
を
深
め
な
が
ら
商
店

街
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
専
門
店
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
の
実
施
や
、
出

雲
市
駅
周
辺
の
夜
の
飲
食
店
と
ま
ち
の

活
性
化
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
出
雲

直
会
バ
ル
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、「
出
雲
の
日
」
の
前
夜

祭
と
位
置
づ
け
、「
出
雲
の
日
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
冬
季
の
閑
散
期
に

お
け
る
賑
わ
い
創
出
に
も
貢
献
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
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会員数の推移
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（社）

る
商
店
街
・
商
工
振
興
会
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
助
成
や
空
店
舗
補
助
金
活
用

者
へ
の
支
援
を
継
続
展
開
し
ま
し
た
。

４
．組
織
の
拡
充
並
び
に
財
政
基

盤
の
強
化

当
所
で
は
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議

会
、
出
雲
地
域
経
済
団
体
協
議
会
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協

議
会
、
そ
し
て
全
国
５
１
５
商
工
会
議

所
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限

に
活
用
し
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
力
向
上
に
向
け
た
政
策
提
言
・
意
見

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

組
織
基
盤
に
お
い
て
は
、
近
年
、
経

営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
難
に
よ
る
商

工
業
者
の
廃
業
増
加
に
伴
い
、
平
成
27

年
度
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
会
員
数

が
令
和
５
年
度
に
減
少
に
転
じ
ま
し

た
。
こ
の
状
況
に
対
し
、
令
和
６
年
度

は
会
員
増
強
に
向
け
た
会
員
紹
介
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
た

結
果
、
再
び
会
員
数
の
純
増
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
営
基
盤

の
強
化
に
向
け
て
は
、
企
業
の
福
利
厚

生
充
実
と
安
定
経
営
に
資
す
る
各
種
共

済
制
度
の
推
進
に
注
力
し
ま
し
た
。
ま

た
、
事
務
運
営
に
お
い
て
は
、
合
理
化
・

効
率
化
を
図
り
、
諸
経
費
の
節
減
に
努

め
る
な
ど
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
推
進

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
商
工
会
議
所
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
と
デ
コ
活
（
脱
炭
素
に
つ

な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る

国
民
運
動
）
宣
言
を
実
施
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
動
に
着
手
し
ま
し
た
。
加
え

て
、
令
和
３
年
度
か
ら
継
続
し
て
認
定

を
受
け
て
い
る
健
康
経
営
優
良
法
人
を

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
取
得
し
、
地

域
に
お
け
る
健
康
経
営
の
普
及
啓
発
に

貢
献
し
ま
し
た
。

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

の
重
要
な
役
割
と
責
任
を
果
た
す
べ

く
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携

を
強
化
し
、「
現
実
に
、
具
体
的
に
役

立
つ
商
工
会
議
所
」
を
目
指
し
、役
員
・

議
員
・
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
諸

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
の
事
業
推
進
に
あ
た

り
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
関
係
各
位
、
役
員
・
議
員
の

皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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専門家派遣企業数の推移

婚活事業・かみこん 親子で行くお仕事見学ツアー

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
事
業
承

継
や
事
業
継
続
の
重
要
性
が
一
層
増
し

て
い
る
中
、
経
営
者
・
後
継
者
双
方
へ

の
事
業
承
継
に
向
け
た
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
や
事
業
承
継
推
進
員
、
事
業
継

続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
、

島
根
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
し

た
。一

方
で
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
創
業
の
促
進
は
不
可
欠
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
出
雲
市
、（
特
非
）

ミ
ラ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ず
も
、
い
ず
も
創

業
・
第
二
創
業
・
事
業
承
継
に
係
る

連
携
支
援
「
御
縁
」
と
も
連
携
を
図
り

創
業
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
創

業
者
向
け
の
補
助
金
制
度
「
地
域
課
題

解
決
型
し
ま
ね
起
業
支
援
事
業
費
補
助

金
」
の
申
請
に
つ
い
て
も
計
画
書
な
ど

の
作
成
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
販
路
開
拓
、
生
産

性
向
上
支
援

近
年
相
談
の
多
い
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

販
路
開
拓
、
生
産
性
向
上
、
業
務
効
率

化
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
Ｉ

Ｔ
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
実
施
し
た
ほ

か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
効
果
的
な
情
報

発
信
の
仕
方
や
集
客
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
島
根
県
の
事
業
継
続
力
強
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
な
ど
の
専
門
家

派
遣
制
度
を
活
用
し
、
売
上
拡
大
を
目

指
す
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
し
た
。

３
．地
方
創
生
の
推
進

・
観
光
の
振
興

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
需
要
回
復
を

受
け
、
３
月
に
は
山
陰
道
「
出
雲
・
湖

陵
道
路
」、「
湖
陵
・
多
伎
道
路
」
が
開

通
し
、
今
後
の
広
域
観
光
の
振
興
や
人

流
・
物
流
の
活
性
化
が
大
き
く
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
地
で
は
滞
在
型

観
光
の
不
足
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
あ

た
っ
て
は
、
出
雲
市
が
新
た
な
「
出
雲

市
観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め

に
、
今
年
度
設
置
し
た
出
雲
市
観
光
戦

略
会
議
に
市
内
経
済
団
体
の
代
表
と
し

て
参
画
し
、周
遊
滞
在
と
消
費
の
促
進
、

観
光
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
計
画
策
定
に
積
極
的

に
意
見
具
申
し
ま
し
た
。

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
観
光
交

流
イ
ベ
ン
ト「
出
雲
そ
ば
と
美
食
の
旅
」

や
「
出
雲
神
話
ま
つ
り
」
な
ど
を
コ
ロ

ナ
以
前
の
水
準
で
実
施
し
た
ほ
か
、
当

所
も
構
成
員
と
し
て
参
画
す
る
出
雲
市

商
工
団
体
協
議
会
で
は
、「
出
雲
の
日
」

を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に

寄
与
し
ま
し
た
。

・
市
街
地
活
性
化
の
推
進

行
政
や
中
心
商
店
街
、
関
係
支
援
機

関
と
密
接
な
連
携
を
深
め
な
が
ら
商
店

街
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
専
門
店
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
の
実
施
や
、
出

雲
市
駅
周
辺
の
夜
の
飲
食
店
と
ま
ち
の

活
性
化
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
出
雲

直
会
バ
ル
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、「
出
雲
の
日
」
の
前
夜

祭
と
位
置
づ
け
、「
出
雲
の
日
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
冬
季
の
閑
散
期
に

お
け
る
賑
わ
い
創
出
に
も
貢
献
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
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出雲市長へ要望書を提出

会員親睦ゴルフコンペ女性会創立40周年記念式典・祝賀会
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会員数の推移

会員数（社） 法人数（社）

（社）

る
商
店
街
・
商
工
振
興
会
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
助
成
や
空
店
舗
補
助
金
活
用

者
へ
の
支
援
を
継
続
展
開
し
ま
し
た
。

４
．組
織
の
拡
充
並
び
に
財
政
基

盤
の
強
化

当
所
で
は
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議

会
、
出
雲
地
域
経
済
団
体
協
議
会
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協

議
会
、
そ
し
て
全
国
５
１
５
商
工
会
議

所
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限

に
活
用
し
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
力
向
上
に
向
け
た
政
策
提
言
・
意
見

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

組
織
基
盤
に
お
い
て
は
、
近
年
、
経

営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
難
に
よ
る
商

工
業
者
の
廃
業
増
加
に
伴
い
、
平
成
27

年
度
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
会
員
数

が
令
和
５
年
度
に
減
少
に
転
じ
ま
し

た
。
こ
の
状
況
に
対
し
、
令
和
６
年
度

は
会
員
増
強
に
向
け
た
会
員
紹
介
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
た

結
果
、
再
び
会
員
数
の
純
増
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
営
基
盤

の
強
化
に
向
け
て
は
、
企
業
の
福
利
厚

生
充
実
と
安
定
経
営
に
資
す
る
各
種
共

済
制
度
の
推
進
に
注
力
し
ま
し
た
。
ま

た
、
事
務
運
営
に
お
い
て
は
、
合
理
化
・

効
率
化
を
図
り
、
諸
経
費
の
節
減
に
努

め
る
な
ど
、
堅
実
な
財
政
運
営
を
推
進

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
商
工
会
議
所
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
と
デ
コ
活
（
脱
炭
素
に
つ

な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る

国
民
運
動
）
宣
言
を
実
施
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
動
に
着
手
し
ま
し
た
。
加
え

て
、
令
和
３
年
度
か
ら
継
続
し
て
認
定

を
受
け
て
い
る
健
康
経
営
優
良
法
人
を

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
取
得
し
、
地

域
に
お
け
る
健
康
経
営
の
普
及
啓
発
に

貢
献
し
ま
し
た
。

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

の
重
要
な
役
割
と
責
任
を
果
た
す
べ

く
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携

を
強
化
し
、「
現
実
に
、
具
体
的
に
役

立
つ
商
工
会
議
所
」
を
目
指
し
、役
員
・

議
員
・
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
諸

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
の
事
業
推
進
に
あ
た

り
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
関
係
各
位
、
役
員
・
議
員
の

皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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令和6年度収支決算の概要

会費、負担金
9.3％

繰入金
4.0％

繰越金
3.2％

令和6年度
総収入

533,986,714円

事業費
18.7％

事業人件費
14.4％

事務人件費
1.2％

一般事務費
2.6％

会館維持費
6.2％

福利厚生費
2.6％

支払保険料
18.6％

退職給付金
23.4％

繰出金
6.5％

収支剰余金
5.8％

交付金
16.5％

事務手数料
18.8％

会館使用料
3.3％

掛金収入
18.6％

契約給付金
23.4％

その他
2.9％

令和6年度
総支出

533,986,714円

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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収支決算科目別総括表（普通会計）
1.総収入に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
会 費 、 負 担 金 49,688,600 9.3
交 付 金 （県・市交付金、報奨金、委託費ほか） 87,985,261 16.5
事 務 手 数 料 （検定料、講習会等参加料、分担金、共済手数料、労働保険手数料ほか） 100,753,239 18.8
会 館 使 用 料 （貸室料、共益費ほか） 17,478,183 3.3
特定退職金共済事業 224,474,940 42.0

ア．掛金収入（加入事業所から） 99,231,300 18.6
イ．契約給付金（退職金相当額、受託保険会社から） 125,243,640 23.4

そ の 他 （駐車場収入・雑収入ほか） 15,390,036 2.9
繰 入 金 21,246,893 4.0
繰 越 金 16,969,562 3.2

合　　　　　　　　　計 533,986,714 100

２.支出に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
事 業 費 商工振興、地域開発、相談所、共済、労働保険、

中心市街地活性化事業ほか 100,012,169 18.7
人 件 費 83,360,708 15.6

ア．事業人件費 77,033,531 14.4
イ．事務人件費 6,327,177 1.2

福 利 厚 生 費 13,953,753 2.6
一 般 事 務 費 13,617,754 2.6
会 館 維 持 費 （保守・委託料・水道光熱費） 32,791,889 6.2
特定退職金共済事業 224,474,940 42.0

ア．支払保険料（受託保険会社へ） 99,231,300 18.6
イ．退職給付金（加入従業員へ） 125,243,640 23.4

繰 出 金 34,933,547 6.5
収 支 剰 余 金 30,841,954 5.8

合　　　　　　　　　計 533,986,714 100
※上記総括表は一般会計・中小企業相談所会計・商工会館管理運営会計・共済事業会計・特定退職金共済事業会計・労働保険事務
組合会計の６会計である。

▼一　般　会　計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

会 費 47,588,600 一 般 事 業 費 39,552,466
特定商工業者負担金 2,100,000 地域開発事業費 5,367,714
事 業 収 入 37,381,969 青年部・女性会事業運営費 14,358,231
交 付 金 1,674,395 補助委託事業費 1,838,260
委 託 費 1,723,040 その他事業費 3,371,386
雑 収 入 614,402 管 理 費 21,685,125
繰 越 金 7,227,819 繰 出 金 1,015,050

収 支 剰 余 金 11,121,993
合 計 98,310,225 合 計 98,310,225

▼中小企業相談所特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

経 常 収 入 87,466,737 経営改善普及事業 79,036,842

臨 時 収 入 47,520 事業承継新事業活動支援補助金 2,571,123

関 連 事 業 費 2,211,641
管 理 費 3,694,651

合 計 87,514,257 合 計 87,514,257

▼商工会館管理運営特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

貸 室 収 入 12,658,325 維 持 費 31,404,393
共 益 費 収 入 4,875,858 管 理 費 4,374,932
雑 収 入 14,514,072 繰 出 金 81,000
繰 入 金 10,506,429 収 支 剰 余 金 15,627,619
繰 越 金 8,933,260
合 計 51,487,944 合 計 51,487,944

▼共済事業特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

取 扱 手 数 料 53,616,094 事 業 費 6,643,755
雑 収 入 214,042 見舞金等給付金 3,597,500
繰 越 金 229,179 管 理 費 24,118,743

繰 出 金 16,113,750
収 支 剰 余 金 3,585,567

合 計 54,059,315 合 計 54,059,315

▼特定退職金共済事業特別会計▼（単位：円）
収入の部 支出の部

共済事業掛金収入 104,454,000 事 業 費 1,060,504
企業年金契約給付金受入 125,243,640 共済事業給付金 125,243,640

管 理 費 4,162,196
支 払 保 険 料 99,231,300

合 計 229,697,640 合 計 229,697,640

▼労働保険事務組合特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

手 数 料 8,826,629 事 業 費 1,487,942
報 奨 金 3,511,400 管 理 費 8,354,616
繰 越 金 579,304 繰 出 金 2,568,000

収 支 剰 余 金 506,775
合 計 12,917,333 合 計 12,917,333

（ ）

普通会計収支決算書

当所に備え付けの所定の推薦書に、必要事項をご記入のうえ、負担金を添えて7月31日（木）まで
にお申し込みください。推薦書は当所ホームページからもダウンロードできます。
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令和6年度収支決算の概要

会費、負担金
9.3％

繰入金
4.0％

繰越金
3.2％

令和6年度
総収入

533,986,714円

事業費
18.7％

事業人件費
14.4％

事務人件費
1.2％

一般事務費
2.6％

会館維持費
6.2％

福利厚生費
2.6％

支払保険料
18.6％

退職給付金
23.4％

繰出金
6.5％

収支剰余金
5.8％

交付金
16.5％

事務手数料
18.8％

会館使用料
3.3％

掛金収入
18.6％

契約給付金
23.4％

その他
2.9％

令和6年度
総支出

533,986,714円
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収支決算科目別総括表（普通会計）
1.総収入に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
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繰 越 金 16,969,562 3.2

合　　　　　　　　　計 533,986,714 100

２.支出に対する各科目の比較 （単位：円） （％）
事 業 費 商工振興、地域開発、相談所、共済、労働保険、

中心市街地活性化事業ほか 100,012,169 18.7
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特定退職金共済事業 224,474,940 42.0

ア．支払保険料（受託保険会社へ） 99,231,300 18.6
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※上記総括表は一般会計・中小企業相談所会計・商工会館管理運営会計・共済事業会計・特定退職金共済事業会計・労働保険事務
組合会計の６会計である。

▼一　般　会　計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部
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収 支 剰 余 金 11,121,993
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▼中小企業相談所特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部
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共済事業掛金収入 104,454,000 事 業 費 1,060,504
企業年金契約給付金受入 125,243,640 共済事業給付金 125,243,640

管 理 費 4,162,196
支 払 保 険 料 99,231,300
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▼労働保険事務組合特別会計▼ （単位：円）
収入の部 支出の部

手 数 料 8,826,629 事 業 費 1,487,942
報 奨 金 3,511,400 管 理 費 8,354,616
繰 越 金 579,304 繰 出 金 2,568,000

収 支 剰 余 金 506,775
合 計 12,917,333 合 計 12,917,333
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普通会計収支決算書

当所に備え付けの所定の推薦書に、必要事項をご記入のうえ、負担金を添えて7月31日（木）まで
にお申し込みください。推薦書は当所ホームページからもダウンロードできます。
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吹き抜けがありいろいろな材料が
使われているショールーム内部

正面の３Dパース画面を回転させることで得られる背面の３Dパース

当
社
は
、「
デ
ザ
イ
ン
も
性
能
も
自
分
好
み
の
ど

真
ん
中
な
家
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
戸
建
住

宅
を
中
心
に
店
舗
、
ア
パ
ー
ト
の
設
計
・
施
工
も

行
う
建
設
業
者
で
す
。
お
客
様
一
人
ひ
と
り
の「
想

い
を
カ
タ
チ
に
」
す
る
た
め
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」、「
提
案
・
発
想
力
」、「
技
術
／
チ
ー

ム
力
」
の
３
つ
の
力
を
磨
き
あ
げ
、
お
客
様
と
の

打
ち
合
わ
せ
を
通
じ
て
「
ご
要
望
」、「
こ
だ
わ
り
」

を
承
り
、
自
社
で
設
計
も
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

お
客
様
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
向
け
た
図
面
、
パ
ー

ス
の
作
成
に
従
来
か
ら
時
間
を
要
し
て
お
り
効
率

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
建
築
基

準
法
と
建
築
物
省
エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住

宅
や
非
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
や
、
建
築

確
認
、
構
造
関
係
規
定
等
の
図
書
の
提
出
が
必
要

と
な
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
建
築

設
計
時
の
作
業
量
が
倍
増
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
法
改
正
の
付
加
作
業
を
加
え
て
も
従
前

と
変
わ
ら
な
い
時
間
で
書
類
が
作
成
で
き
る
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
出
雲
市
中
小
企
業
者
等
デ
ジ
タ

ル
化
支
援
補
助
金
が
公
募
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
省

力
化
支
援
事
業
に
公
募
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
商
工
会
議
所
に
事
業
計
画
書
の
作
成
や
必
要

書
類
に
つ
い
て
指
導
、
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
無

事
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３
Ｄ
パ
ー
ス
は
個
別
に
製
作
し
て
い

ま
し
た
が
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
前
後
左
右
、
上
方
か
ら
の
パ
ー
ス
を
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
自
動
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

パ
ー
ス
作
成
の
時
間
な
ど
様
々
な
作
業
の
時
間
が

約
３
分
の
１
ほ
ど
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
方
向
か
ら
の
３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
を
即
座
に
お
客
様

に
対
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
Ｄ
に
よ
り
お
客
様
の
理
解

度
が
上
が
り
、
打
ち
合
わ
せ
時
間
が
短
縮
で
き
る

と
と
も
に
、Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
提
示
し
て
お
客
様
に
送
る
こ

と
で
当
社
営
業
社
員
が
市
外
等
遠
方
の
顧
客
へ
資

料
を
届
け
る
回
数
も
減
り
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

今
後
も
お
客
様
の
ご
要
望
を
丁
寧
に
伺
い
、
よ

り
多
く
の
お
客
様
に
と
っ
て
の
「
心
地
い
い
家
づ

く
り
」
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
面
、パ
ー
ス
の
作
成
の
効
率
化
が
課
題

01
経緯

02
取り組み

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
導
入

03
効果と今後

設
計
時
間
の
短
縮
と
顧
客
価
値
の
向
上

04 三亜住宅株式会社
建設業業種

園山　真哉代表者

出雲市稲岡町84-6
（ショールーム ココチ）

所在地

0853-23-0601電話

http://3n-a.comURL

企業概要

●

●

●

北陽小北陽小

川跡幼稚園川跡幼稚園

一畑電車大社線一畑電車大社線

出雲稲岡郵便局出雲稲岡郵便局

★ 三亜住宅㈱

経営支援事例
〈出雲市中小企業者等デジタル化支援補助金〉

人手不足解消を目的として既存業務を省力化するために、業務用デジタル製品を新たに導入する事業を対
象に、必要経費の１／２を補助するもの。補助上限100万円。

出雲市中小企業者等デジタル化支援補助金

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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吹き抜けがありいろいろな材料が
使われているショールーム内部

正面の３Dパース画面を回転させることで得られる背面の３Dパース

当
社
は
、「
デ
ザ
イ
ン
も
性
能
も
自
分
好
み
の
ど

真
ん
中
な
家
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
戸
建
住

宅
を
中
心
に
店
舗
、
ア
パ
ー
ト
の
設
計
・
施
工
も

行
う
建
設
業
者
で
す
。
お
客
様
一
人
ひ
と
り
の「
想

い
を
カ
タ
チ
に
」
す
る
た
め
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」、「
提
案
・
発
想
力
」、「
技
術
／
チ
ー

ム
力
」
の
３
つ
の
力
を
磨
き
あ
げ
、
お
客
様
と
の

打
ち
合
わ
せ
を
通
じ
て
「
ご
要
望
」、「
こ
だ
わ
り
」

を
承
り
、
自
社
で
設
計
も
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

お
客
様
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
向
け
た
図
面
、
パ
ー

ス
の
作
成
に
従
来
か
ら
時
間
を
要
し
て
お
り
効
率

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
建
築
基

準
法
と
建
築
物
省
エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住

宅
や
非
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
や
、
建
築

確
認
、
構
造
関
係
規
定
等
の
図
書
の
提
出
が
必
要

と
な
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
建
築

設
計
時
の
作
業
量
が
倍
増
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
法
改
正
の
付
加
作
業
を
加
え
て
も
従
前

と
変
わ
ら
な
い
時
間
で
書
類
が
作
成
で
き
る
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
出
雲
市
中
小
企
業
者
等
デ
ジ
タ

ル
化
支
援
補
助
金
が
公
募
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
省

力
化
支
援
事
業
に
公
募
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
商
工
会
議
所
に
事
業
計
画
書
の
作
成
や
必
要

書
類
に
つ
い
て
指
導
、
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
無

事
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３
Ｄ
パ
ー
ス
は
個
別
に
製
作
し
て
い

ま
し
た
が
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
前
後
左
右
、
上
方
か
ら
の
パ
ー
ス
を
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
自
動
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

パ
ー
ス
作
成
の
時
間
な
ど
様
々
な
作
業
の
時
間
が

約
３
分
の
１
ほ
ど
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
方
向
か
ら
の
３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
を
即
座
に
お
客
様

に
対
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
Ｄ
に
よ
り
お
客
様
の
理
解

度
が
上
が
り
、
打
ち
合
わ
せ
時
間
が
短
縮
で
き
る

と
と
も
に
、Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
提
示
し
て
お
客
様
に
送
る
こ

と
で
当
社
営
業
社
員
が
市
外
等
遠
方
の
顧
客
へ
資

料
を
届
け
る
回
数
も
減
り
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

今
後
も
お
客
様
の
ご
要
望
を
丁
寧
に
伺
い
、
よ

り
多
く
の
お
客
様
に
と
っ
て
の
「
心
地
い
い
家
づ

く
り
」
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
面
、パ
ー
ス
の
作
成
の
効
率
化
が
課
題

01
経緯

02
取り組み

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
導
入

03
効果と今後

設
計
時
間
の
短
縮
と
顧
客
価
値
の
向
上

04 三亜住宅株式会社
建設業業種

園山　真哉代表者

出雲市稲岡町84-6
（ショールーム ココチ）

所在地

0853-23-0601電話

http://3n-a.comURL
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●

●
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出雲稲岡郵便局出雲稲岡郵便局
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経営支援事例
〈出雲市中小企業者等デジタル化支援補助金〉

人手不足解消を目的として既存業務を省力化するために、業務用デジタル製品を新たに導入する事業を対
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業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス

項 目

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
６月期調査では、各業種で人材確保や収益確保に課題が見られる一方、時期的要因から特別需要が
あった業界が見受けられました。６月から職場での熱中症対策が強化されたことや、各団体・業界
の総会シーズンであったことも要因として挙げられます。しかし、依然として物価高騰や人件費上
昇による収益性の低下、人材確保の難しさに悩む企業が大半であり、企業努力だけでは対応が困難
な状況です。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

・近年は作業着の変更が多く見られ、機能性に加えデザイン性も高めることで、業界のイメージ向上が図
られている。（一般土木建築工事業）
・現時点では業務量が少ないため、人員が不足している状況ではないが、来年以降は業務量の増加が見込
まれることから、人員体制の強化を検討したいと考えている。（鉄骨工事業）

製 造
・主要取引先の設備投資が鈍化しているうえ、海外同業者との価格競争も一層激化しており、受注獲得や
収益確保は厳しい局面にある。（生産用機械器具製造業）
・自動車関連製品は減産傾向にあり、産業用合理化設備の受注も減少している。（その他の電子部品製造業）

卸 売

・熱中症対策の義務化に伴い、企業向け対策商品の引き合いや売上が６月以降も一定の需要が続いている。
（機械器具卸売業）
・要因は不明だが採用応募者数は増加しているものの、年齢や適性の面で適任者との巡り合いがない。ま
た、６月以降の値上げ件数は今年に入って最多となっている。（電気機械器具卸売業）

小 売

・冷凍食品は値上げの影響はあるものの、売上は好調に推移している。米は希望数量の入荷が難しく、ほ
ぼ割当数量での対応となっている。（その他の各種食料品小売業）
・売上や景気が回復しない中で最低賃金の上昇が続いており、政府の「2030 年代半ばまでに 1,500 円」の
方針に対して今後の動向が心配である。（花・植木小売業）

サービス

・売上はわずかながら改善を感じているものの、物価高の影響により利益面ではその効果を実感できてい
ない。（喫茶店）
・ハローワークに求人を出しているが採用面接の応募がない。（一般貨物自動車運送業）
・総会の時期であったこともあり、昨年同期と比較して宴会の件数が増加している。（旅館，ホテル）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和７年１～３月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

6月期

6 月 期

事業所の電気を太陽光発電にしませんか
－出雲市ゼロカーボンシティ加速化事業補助金－
市内事業所等に太陽光発電設備等を導入される場合、設置費用の一部を補助します。

市内において以下の再生可能エネルギー設備等を導入する際、費用の一部を補助します。
令和７年度 出雲市再生可能エネルギー設備等導入補助金

上限250万円

出雲市 脱炭素

太陽光発電設備

上限40万円
蓄電池設備

国補助の1.5倍が上限

電気自動車
充電設備・充放電設備

補助対象

最大出力（kW）×5万円

蓄電池価格×1/3

発電した電気を自家消費（自家消費率50％以上）
固定価格買取制度（FIT）等は対象外  など
上記1の付帯設備として使用
停電時にのみ利用する非常用予備電源でないこと  など

1．太陽光設備

2．蓄電池設備

設備価格×1/2×1.5 上記１及び３の付帯設備として設置して使用
経済産業省「CEV普及インフラ補助金」の対象であるもの  など

※２～4は１．太陽光発電設備を設置される場合のみ補助対象です。補助対象者の会社規模や業種は問いません。

①ZEH住宅（82.5万円）
②太陽光発電設備（上限105万円）
③蓄電池設備（上限60万円）

詳しくは市のホームページを
ご覧ください

HPは
こちら▶

HPは
こちら▶

ゼッチ

4．充電設備・
    充放電設備

蓄電容量(kWh)×3万円
上記１の付帯設備であること
経済産業省「クリーンエネルギー自動車導入事業費（CEV）
補助金」の対象である電気自動車  など

3．電気自動車

補助金額 主  な  条  件

新築住宅ZEH補助金 補助額最大：247.5万円

問い合わせ　出雲市  環境エネルギー部  環境政策課  ゼロカーボン推進室
電話： 0853-21-6741 　FAX：0853-21-6597
メールアドレス： zero-carbon@city.izumo.shimane.jp

個人住宅
向け ▶

補助金額／最大出力(ｋW)×2.5万円
上限／10万円

1.住宅用太陽光発電設備

・最大出力合計10ｋW未満のもの
・FIT（固定価格買取）制度の
認定を取得するもの

住宅用
補助金額／設置費用の全額
上限／ 5万円

2.蓄電池設備

左記「住宅用太陽光発電」により発
電した電気を蓄え消費されるもの

住宅用

ポータブル蓄電池は対象外

補助金額／設置費用の1/3以内
上限／ 20万円

3.太陽熱利用設備（ソーラーシステム）

太陽熱を給湯または冷暖房に利用
する設備で、集熱器と貯湯部分が
離れているもの

住宅・事業用
補助金額／設置費用の1/10以内の2倍
上限／ 15万円

4.木質バイオマス熱利用設備

薪ストーブ・ペレットストーブ
※薪ストーブは二次燃焼構造等排
煙を減少させる構造のもの

住宅・事業用

相談所コーナー中小企業中小企業
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業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス

項 目

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
６月期調査では、各業種で人材確保や収益確保に課題が見られる一方、時期的要因から特別需要が
あった業界が見受けられました。６月から職場での熱中症対策が強化されたことや、各団体・業界
の総会シーズンであったことも要因として挙げられます。しかし、依然として物価高騰や人件費上
昇による収益性の低下、人材確保の難しさに悩む企業が大半であり、企業努力だけでは対応が困難
な状況です。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

・近年は作業着の変更が多く見られ、機能性に加えデザイン性も高めることで、業界のイメージ向上が図
られている。（一般土木建築工事業）
・現時点では業務量が少ないため、人員が不足している状況ではないが、来年以降は業務量の増加が見込
まれることから、人員体制の強化を検討したいと考えている。（鉄骨工事業）

製 造
・主要取引先の設備投資が鈍化しているうえ、海外同業者との価格競争も一層激化しており、受注獲得や
収益確保は厳しい局面にある。（生産用機械器具製造業）
・自動車関連製品は減産傾向にあり、産業用合理化設備の受注も減少している。（その他の電子部品製造業）

卸 売

・熱中症対策の義務化に伴い、企業向け対策商品の引き合いや売上が６月以降も一定の需要が続いている。
（機械器具卸売業）
・要因は不明だが採用応募者数は増加しているものの、年齢や適性の面で適任者との巡り合いがない。ま
た、６月以降の値上げ件数は今年に入って最多となっている。（電気機械器具卸売業）

小 売

・冷凍食品は値上げの影響はあるものの、売上は好調に推移している。米は希望数量の入荷が難しく、ほ
ぼ割当数量での対応となっている。（その他の各種食料品小売業）
・売上や景気が回復しない中で最低賃金の上昇が続いており、政府の「2030 年代半ばまでに 1,500 円」の
方針に対して今後の動向が心配である。（花・植木小売業）

サービス

・売上はわずかながら改善を感じているものの、物価高の影響により利益面ではその効果を実感できてい
ない。（喫茶店）
・ハローワークに求人を出しているが採用面接の応募がない。（一般貨物自動車運送業）
・総会の時期であったこともあり、昨年同期と比較して宴会の件数が増加している。（旅館，ホテル）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和７年１～３月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

6月期

6 月 期

事業所の電気を太陽光発電にしませんか
－出雲市ゼロカーボンシティ加速化事業補助金－
市内事業所等に太陽光発電設備等を導入される場合、設置費用の一部を補助します。

市内において以下の再生可能エネルギー設備等を導入する際、費用の一部を補助します。
令和７年度 出雲市再生可能エネルギー設備等導入補助金

上限250万円

出雲市 脱炭素

太陽光発電設備

上限40万円
蓄電池設備

国補助の1.5倍が上限

電気自動車
充電設備・充放電設備

補助対象

最大出力（kW）×5万円

蓄電池価格×1/3

発電した電気を自家消費（自家消費率50％以上）
固定価格買取制度（FIT）等は対象外  など
上記1の付帯設備として使用
停電時にのみ利用する非常用予備電源でないこと  など

1．太陽光設備

2．蓄電池設備

設備価格×1/2×1.5 上記１及び３の付帯設備として設置して使用
経済産業省「CEV普及インフラ補助金」の対象であるもの  など

※２～4は１．太陽光発電設備を設置される場合のみ補助対象です。補助対象者の会社規模や業種は問いません。

①ZEH住宅（82.5万円）
②太陽光発電設備（上限105万円）
③蓄電池設備（上限60万円）

詳しくは市のホームページを
ご覧ください

HPは
こちら▶

HPは
こちら▶

ゼッチ

4．充電設備・
    充放電設備

蓄電容量(kWh)×3万円
上記１の付帯設備であること
経済産業省「クリーンエネルギー自動車導入事業費（CEV）
補助金」の対象である電気自動車  など

3．電気自動車

補助金額 主  な  条  件

新築住宅ZEH補助金 補助額最大：247.5万円

問い合わせ　出雲市  環境エネルギー部  環境政策課  ゼロカーボン推進室
電話： 0853-21-6741 　FAX：0853-21-6597
メールアドレス： zero-carbon@city.izumo.shimane.jp

個人住宅
向け ▶

補助金額／最大出力(ｋW)×2.5万円
上限／10万円

1.住宅用太陽光発電設備

・最大出力合計10ｋW未満のもの
・FIT（固定価格買取）制度の
認定を取得するもの

住宅用
補助金額／設置費用の全額
上限／ 5万円

2.蓄電池設備

左記「住宅用太陽光発電」により発
電した電気を蓄え消費されるもの

住宅用

ポータブル蓄電池は対象外

補助金額／設置費用の1/3以内
上限／ 20万円

3.太陽熱利用設備（ソーラーシステム）

太陽熱を給湯または冷暖房に利用
する設備で、集熱器と貯湯部分が
離れているもの

住宅・事業用
補助金額／設置費用の1/10以内の2倍
上限／ 15万円

4.木質バイオマス熱利用設備

薪ストーブ・ペレットストーブ
※薪ストーブは二次燃焼構造等排
煙を減少させる構造のもの

住宅・事業用

相談所コーナー中小企業中小企業
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会議所の動き

研修会の様子

　商
業
部
会
（
原
田
明
成
部
会
長
）
は
５

月
14
日
㈬
、
ホ
テ
ル
武
志
山
荘
に
て
総
会
・

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
部
会
活
動

内
容
の
報
告
お
よ
び
令
和
７
年
度
の
部
会

重
点
事
項
・
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
出
雲
市
商
工
振
興
課
の

高
橋
係
長
を
講
師
に
、「
い
ず
も
縁
結
び
Ｐ

Ａ
Ｙ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

加
盟
店
舗
数
や
利
用
状
況
、
こ
れ
ま
で
の

加
入
・
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
み
、
今

後
の
展
望
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

い
ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
聞
く

商
業
部
会

ミャクミャクの前で記念撮影

　金
融
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
勝
部
達

夫
部
会
長
）
は
５
月
21
日
㈬
、
15
名
が
参

加
し
大
阪
・
関
西
万
博
の
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　「パ
ビ
リ
オ
ン
は
国
や
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
が
あ
り
、
何
を
推
し
て
い
る
か
、
何

を
目
指
し
て
い
る
か
、
ま
た
歴
史
な
ど
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
」、「
下
か
ら
見
上
げ
る
大
屋
根
リ
ン
グ

の
骨
組
み
は
圧
巻
で
、
リ
ン
グ
上
か
ら
は

万
博
全
体
を
一
望
で
き
、
爽
や
か
な
風
が

心
地
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
新
た
な
発
見金

融
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会

空飛ぶクルマに搭乗する参加者

　運
輸
車
輌
部
会
（
金
本
保
部
会
長
）
は

６
月
12
日
㈭
、
総
会
・
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
視
察
研
修
で
は
、

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
見
学

し
ま
し
た
。

　空
飛
ぶ
ク
ル
マ
は
、
利
用
し
や
す
く
持

続
可
能
な
次
世
代
の
空
の
移
動
手
段
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
実
物
の
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
が
設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
写
真

撮
影
を
し
た
り
、
ク
ル
マ
が
飛
ぶ
映
像
を

鑑
賞
し
、
実
際
に
搭
乗
し
て
い
る
よ
う
な

臨
場
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
が
あ
る
未
来
を
体
感

運
輸
車
輌
部
会

万博会場にて

　サ
ー
ビ
ス
部
会
（
池
淵
俊
雄
部
会
長
）

は
５
月
15
日
㈭
、
16
日
㈮
に
視
察
研
修
を

開
催
し
ま
し
た
。

　１
日
目
は
大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察
し

ま
し
た
。
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
個
性
的

な
デ
ザ
イ
ン
で
、
展
示
で
は
文
化
や
先
端

技
術
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

て
、
国
ご
と
の
特
色
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
２
日
目
は
京
都
迎
賓
館
と
南
禅
寺
を

訪
れ
、
日
本
の
伝
統
技
術
や
美
意
識
、
四

季
や
来
訪
者
に
応
じ
た
設
え
な
ど
、
細
や

か
な
お
も
て
な
し
の
精
神
に
触
れ
、
大
変

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

万
博
と
京
都
に
学
ぶ
、世
界
と
日
本
の
魅
力サ

ー
ビ
ス
部
会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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会議所の動き

研修会の様子

　Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
（
足
立
修
司
委
員
長
）

は
６
月
13
日
㈮
、
海
山
に
て
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　始
め
に
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
協
議
し
た
後
、
㈱
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
Ａ
Ｉ

の
中
尾
氏
、
竹
林
氏
を
お
迎
え
し
て
の
研

修
会
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
島
根

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
企
業

で
、
山
陰
の
企
業
に
Ａ
Ｉ
導
入
支
援
を
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
事
業
概
要
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
自
社
で
の
活

用
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
る
委
員
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

島
根
大
学
の
学
生
が
立
ち
上
げ
た
Ａ
Ｉ
導
入
支
援
企
業
に
学
ぶ

Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会

キリンビール横浜工場にて

　食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
小
川
敬
部

会
長
）
は
、
６
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭
、
横

浜
方
面
（
崎
陽
軒
、ラ
ー
メ
ン
博
物
館
ほ
か
）

の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　視
察
先
で
は
、
横
浜
に
食
品
工
場
を
構

え
る
企
業
の
経
営
方
針
、
変
遷
に
触
れ
ま

し
た
。
時
代
の
変
化
と
共
に
生
じ
る
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、

現
在
も
慢
心
し
な
い
企
業
努
力
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　部
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
社
の
経
営
に
役
立
つ
有
意
義
な
視

察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

横
浜
の
大
手
企
業
に
学
ぶ
商
品
開
発
の
考
え
方

食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
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会議所の動き

研修会の様子

　商
業
部
会
（
原
田
明
成
部
会
長
）
は
５

月
14
日
㈬
、
ホ
テ
ル
武
志
山
荘
に
て
総
会
・

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
部
会
活
動

内
容
の
報
告
お
よ
び
令
和
７
年
度
の
部
会

重
点
事
項
・
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
出
雲
市
商
工
振
興
課
の

高
橋
係
長
を
講
師
に
、「
い
ず
も
縁
結
び
Ｐ

Ａ
Ｙ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

加
盟
店
舗
数
や
利
用
状
況
、
こ
れ
ま
で
の

加
入
・
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
み
、
今

後
の
展
望
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

い
ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
聞
く

商
業
部
会

ミャクミャクの前で記念撮影

　金
融
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
勝
部
達

夫
部
会
長
）
は
５
月
21
日
㈬
、
15
名
が
参

加
し
大
阪
・
関
西
万
博
の
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　「パ
ビ
リ
オ
ン
は
国
や
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
が
あ
り
、
何
を
推
し
て
い
る
か
、
何

を
目
指
し
て
い
る
か
、
ま
た
歴
史
な
ど
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
」、「
下
か
ら
見
上
げ
る
大
屋
根
リ
ン
グ

の
骨
組
み
は
圧
巻
で
、
リ
ン
グ
上
か
ら
は

万
博
全
体
を
一
望
で
き
、
爽
や
か
な
風
が

心
地
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
新
た
な
発
見金

融
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会

空飛ぶクルマに搭乗する参加者

　運
輸
車
輌
部
会
（
金
本
保
部
会
長
）
は

６
月
12
日
㈭
、
総
会
・
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
視
察
研
修
で
は
、

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
見
学

し
ま
し
た
。

　空
飛
ぶ
ク
ル
マ
は
、
利
用
し
や
す
く
持

続
可
能
な
次
世
代
の
空
の
移
動
手
段
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
実
物
の
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
が
設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
写
真

撮
影
を
し
た
り
、
ク
ル
マ
が
飛
ぶ
映
像
を

鑑
賞
し
、
実
際
に
搭
乗
し
て
い
る
よ
う
な

臨
場
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
が
あ
る
未
来
を
体
感

運
輸
車
輌
部
会

万博会場にて

　サ
ー
ビ
ス
部
会
（
池
淵
俊
雄
部
会
長
）

は
５
月
15
日
㈭
、
16
日
㈮
に
視
察
研
修
を

開
催
し
ま
し
た
。

　１
日
目
は
大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察
し

ま
し
た
。
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
個
性
的

な
デ
ザ
イ
ン
で
、
展
示
で
は
文
化
や
先
端

技
術
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

て
、
国
ご
と
の
特
色
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
２
日
目
は
京
都
迎
賓
館
と
南
禅
寺
を

訪
れ
、
日
本
の
伝
統
技
術
や
美
意
識
、
四

季
や
来
訪
者
に
応
じ
た
設
え
な
ど
、
細
や

か
な
お
も
て
な
し
の
精
神
に
触
れ
、
大
変

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

万
博
と
京
都
に
学
ぶ
、世
界
と
日
本
の
魅
力サ

ー
ビ
ス
部
会
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会議所の動き

研修会の様子

　Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
（
足
立
修
司
委
員
長
）

は
６
月
13
日
㈮
、
海
山
に
て
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　始
め
に
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
協
議
し
た
後
、
㈱
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
Ａ
Ｉ

の
中
尾
氏
、
竹
林
氏
を
お
迎
え
し
て
の
研

修
会
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
島
根

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
企
業

で
、
山
陰
の
企
業
に
Ａ
Ｉ
導
入
支
援
を
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
事
業
概
要
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
自
社
で
の
活

用
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
る
委
員
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

島
根
大
学
の
学
生
が
立
ち
上
げ
た
Ａ
Ｉ
導
入
支
援
企
業
に
学
ぶ

Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会

キリンビール横浜工場にて

　食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
小
川
敬
部

会
長
）
は
、
６
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭
、
横

浜
方
面
（
崎
陽
軒
、ラ
ー
メ
ン
博
物
館
ほ
か
）

の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　視
察
先
で
は
、
横
浜
に
食
品
工
場
を
構

え
る
企
業
の
経
営
方
針
、
変
遷
に
触
れ
ま

し
た
。
時
代
の
変
化
と
共
に
生
じ
る
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、

現
在
も
慢
心
し
な
い
企
業
努
力
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　部
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
社
の
経
営
に
役
立
つ
有
意
義
な
視

察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

横
浜
の
大
手
企
業
に
学
ぶ
商
品
開
発
の
考
え
方

食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

（
㈱
公
善
社
）

　６
月
12
日
㈭
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

出
雲
に
て
出
雲
商
工
会
議
所
執
行
部
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　は
じ
め
に
海
田
会
長
が
挨
拶
し
、
今
年

度
活
動
に
対
す
る
想
い
を
述
べ
ま
し
た
。

次
い
で
、
福
間
会
頭
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ

き
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
青
年
部
活
動
を
通

じ
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

よ
り
広
い
視
野
で
物
事
を
見
ら
れ
る
よ
う

成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
、
青
年
部
理
事
メ
ン
バ
ー

が
今
年
度
の
抱
負
を
述
べ
た
後
、
各
委
員

専
務
理
事

大
森

　俊
介

商
工
会
議
所
執
行
部
と
の
懇
談
会

（
㈱
公
善
社
）

　６
月
14
日
㈯
、
県
青
連
総
会
等
が
安
来

商
工
会
議
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　通
常
役
員
総
会
で
は
令
和
８
年
度
県
青

連
役
員
と
し
て
、
当
青
年
部
の
宮
廻
健
吾

君
が
会
長
予
定
者
に
、
能
地
利
弥
君
が
日

本
商
工
会
議
所
青
年
部
出
向
理
事
予
定
者

に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

度
、
県
青
連
は
創
立
40
周
年
記
念
事
業
を

出
雲
で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
開
催
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
度
も
県
青
連
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
他
単
会
と
の
情
報
交
換
や
交

流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

専
務
理
事

大
森

　俊
介

令
和
７
年
度
島
根
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
第
１
回
連
絡
会
議
・

通
常
役
員
総
会
・
研
修
会
に
参
加総会会場にて

（
㈲
足
立
仏
壇
店
）

　６
月
10
日
㈫
サ
ン
パ
レ
ス
益
田
に
て
、

県
女
連
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
女

性
会
か
ら
は
８
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
始

め
に
、
日
野
会
長
よ
り
近
年
色
々
な
方
面

で
女
性
活
躍
の
時
代
が
来
て
い
る
と
い
う

お
話
が
あ
り
、
女
性
の
役
割
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　昼
食
・
休
憩
を
は
さ
み
、
松
本
あ
づ
さ

氏
に
よ
る
「
島
根
が
く
れ
た
世
界
一
の
暮

ら
し
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
の
料
理
研
究
家
で
薬
剤
師
で
も
あ
る

松
本
さ
ん
は
、
世
界
２
４
６
か
国
を
周
り

世
界
各
国
の
料
理
を
食
べ
や
す
い
よ
う
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
発
信
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
横
浜
出
身
の
松
本
さ
ん
は
、
夫
婦

で
安
住
の
地
を
探
し
て
日
本
中
を
回
ら
れ

た
結
果
、
統
計
学
的
に
も
安
全
で
、
冬
も

温
か
く
、
午
後
の
日
照
時
間
が
東
日
本
よ

り
も
長
い
と
い
う
理
由
で
島
根
の
益
田
に

決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
島
根

は
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
私
達
大
人

が
子
供
た
ち
に
島
根
の
魅
力
を
も
っ
と
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
そ
う
す
る
こ
と

で
一
度
島
根
を
離
れ
て
も
再
び
帰
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　講
演
を
聞
き
、
改
め
て
島
根
に
住
ん
で

い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
感
謝
し
な
く
て

は
い
け
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

松本講師と一緒に 総会の様子

会
長

足
立

　英
子

島
根
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
謝

会
委
員
長
が
活
動
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、

出
向
理
事
か
ら
は
活
動
状
況
を
報
告
し
ま

し
た
。

　最
後
に
執
行
部
の
皆
様
よ
り
「
苦
楽
を

共
に
す
る
事
業
で
青
年
部
の
結
束
力
を
高

め
て
ほ
し
い
」、「
議
論
を
経
て
決
ま
っ
た

こ
と
に
は
全
員
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」、「
今
後
、
出
雲
商
工
会
議
所
の
屋

台
骨
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　執
行
部
の
皆
様
よ
り
貴
重
な
体
験
談
や

助
言
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
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須
山
木
材
株
式
会
社

須
山
木
材
株
式
会
社

環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

■
所
在
地

　出
雲
市
白
枝
町
１
３
９

■
業

　
　種

　材
木
・
木
製
品
製
造
業

■
従
業
員
数

　95
人

取り組み事例
GXGX
取り組み事例
GXGX

社有林で木育活動を行っています

森林整備活動（出雲市多伎町）

須山木材㈱

オンラインでの朝礼

オンラインでの朝礼

課
　
題

須
山
木
材
株
式
会
社
は
、
森
林
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
環
境
と
経
済
の
両
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
全
国
的
に
森
林

の
高
齢
化
が
進
み
、
C
O
2

吸
収
量
が
減

少
す
る
樹
齢
60
年
以
上
の
木
が
増
加
し
て

お
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
入
れ

不
足
の
山
林
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ

等
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
森
林
整
備
や

間
伐
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
必
要
不
可
欠
と
言
え
ま

す
。

Ｇ
Ｘ
施
策

そ
こ
で
、
当
社
で
は
森
林
経
営
な
ど

の
取
組
み
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
・
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し

て
国
が
認
証
す
る
「
Ｊ‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当

初
は
工
場
を
持
つ
製
造
業
な
ど
を
主
な
ク

レ
ジ
ッ
ト
購
入
先
と
し
て
想
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
ケ
ー
キ
店
、
居
酒
屋 

チ
ェ
ー
ン
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た

一
般
消
費
者
向
け
の
事
業
者
に
も
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
で
得
た
収
益
は
山
へ
再
投

資
し
、
林
道
整
備
や
森
林
環
境
の
保
全
、

森
林
の
育
林
作
業
に
活
用
し
、
経
済
と
環

境
の
好
循
環
を
生
ん
で
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
推
進
活
動

自
社
の
製
材
工
場
や
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

で
使
用
す
る
電
気
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、

２
０
２
５
年
３
月
に
工
場
の
屋
根
に
自
家

消
費
型
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
自
社

の
環
境
負
荷
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
近
年
は
、
環
境
対
策
、
特
に

自
社
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削

減
が
企
業
活
動
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
も
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
取
り
組
み
、
今
後
は

蓄
電
池
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、
災
害
対

策
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今

後
の
展
望

今
後
も
、
Ｊ
‒ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
や

森
林
再
生
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
、
快
適
さ
や

利
便
性
を
損
な
わ
な
い
持
続
可
能
な
社
会

を
目
指
し
ま
す
。「
C
O
2

を
減
ら
す
に

は
経
済
活
動
を
止
め
る
し
か
な
い
」
と
い

う
考
え
方
は
過
去
の
も
の
と
し
、
こ
れ
か

ら
は
「
消
費
行
動
が
環
境
へ
の
貢
献
に
つ

な
が
る
社
会
」
を
目
指
す
時
代
で
す
。
事

業
者
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
、
消
費
者

一
人
ひ
と
り
の
選
択
が
、
Ｇ
Ｘ
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
る
と
考
え
、
Ｇ
Ｘ
推
進
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

（
㈱
公
善
社
）

　６
月
12
日
㈭
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

出
雲
に
て
出
雲
商
工
会
議
所
執
行
部
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　は
じ
め
に
海
田
会
長
が
挨
拶
し
、
今
年

度
活
動
に
対
す
る
想
い
を
述
べ
ま
し
た
。

次
い
で
、
福
間
会
頭
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ

き
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
青
年
部
活
動
を
通

じ
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

よ
り
広
い
視
野
で
物
事
を
見
ら
れ
る
よ
う

成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
、
青
年
部
理
事
メ
ン
バ
ー

が
今
年
度
の
抱
負
を
述
べ
た
後
、
各
委
員

専
務
理
事

大
森

　俊
介

商
工
会
議
所
執
行
部
と
の
懇
談
会

（
㈱
公
善
社
）

　６
月
14
日
㈯
、
県
青
連
総
会
等
が
安
来

商
工
会
議
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　通
常
役
員
総
会
で
は
令
和
８
年
度
県
青

連
役
員
と
し
て
、
当
青
年
部
の
宮
廻
健
吾

君
が
会
長
予
定
者
に
、
能
地
利
弥
君
が
日

本
商
工
会
議
所
青
年
部
出
向
理
事
予
定
者

に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

度
、
県
青
連
は
創
立
40
周
年
記
念
事
業
を

出
雲
で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
開
催
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
度
も
県
青
連
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
他
単
会
と
の
情
報
交
換
や
交

流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

専
務
理
事

大
森

　俊
介

令
和
７
年
度
島
根
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
第
１
回
連
絡
会
議
・

通
常
役
員
総
会
・
研
修
会
に
参
加総会会場にて

（
㈲
足
立
仏
壇
店
）

　６
月
10
日
㈫
サ
ン
パ
レ
ス
益
田
に
て
、

県
女
連
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
女

性
会
か
ら
は
８
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
始

め
に
、
日
野
会
長
よ
り
近
年
色
々
な
方
面

で
女
性
活
躍
の
時
代
が
来
て
い
る
と
い
う

お
話
が
あ
り
、
女
性
の
役
割
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　昼
食
・
休
憩
を
は
さ
み
、
松
本
あ
づ
さ

氏
に
よ
る
「
島
根
が
く
れ
た
世
界
一
の
暮

ら
し
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
の
料
理
研
究
家
で
薬
剤
師
で
も
あ
る

松
本
さ
ん
は
、
世
界
２
４
６
か
国
を
周
り

世
界
各
国
の
料
理
を
食
べ
や
す
い
よ
う
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
発
信
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
横
浜
出
身
の
松
本
さ
ん
は
、
夫
婦

で
安
住
の
地
を
探
し
て
日
本
中
を
回
ら
れ

た
結
果
、
統
計
学
的
に
も
安
全
で
、
冬
も

温
か
く
、
午
後
の
日
照
時
間
が
東
日
本
よ

り
も
長
い
と
い
う
理
由
で
島
根
の
益
田
に

決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
島
根

は
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
私
達
大
人

が
子
供
た
ち
に
島
根
の
魅
力
を
も
っ
と
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
そ
う
す
る
こ
と

で
一
度
島
根
を
離
れ
て
も
再
び
帰
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　講
演
を
聞
き
、
改
め
て
島
根
に
住
ん
で

い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
感
謝
し
な
く
て

は
い
け
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

松本講師と一緒に 総会の様子

会
長

足
立

　英
子

島
根
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
謝

会
委
員
長
が
活
動
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、

出
向
理
事
か
ら
は
活
動
状
況
を
報
告
し
ま

し
た
。

　最
後
に
執
行
部
の
皆
様
よ
り
「
苦
楽
を

共
に
す
る
事
業
で
青
年
部
の
結
束
力
を
高

め
て
ほ
し
い
」、「
議
論
を
経
て
決
ま
っ
た

こ
と
に
は
全
員
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」、「
今
後
、
出
雲
商
工
会
議
所
の
屋

台
骨
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　執
行
部
の
皆
様
よ
り
貴
重
な
体
験
談
や

助
言
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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須
山
木
材
株
式
会
社

須
山
木
材
株
式
会
社

環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

■
所
在
地

　出
雲
市
白
枝
町
１
３
９

■
業

　
　種

　材
木
・
木
製
品
製
造
業

■
従
業
員
数

　95
人

取り組み事例
GXGX
取り組み事例
GXGX

社有林で木育活動を行っています

森林整備活動（出雲市多伎町）

須山木材㈱

オンラインでの朝礼

オンラインでの朝礼

課
　
題

須
山
木
材
株
式
会
社
は
、
森
林
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
環
境
と
経
済
の
両
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
全
国
的
に
森
林

の
高
齢
化
が
進
み
、
C
O
2

吸
収
量
が
減

少
す
る
樹
齢
60
年
以
上
の
木
が
増
加
し
て

お
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
入
れ

不
足
の
山
林
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ

等
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
森
林
整
備
や

間
伐
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
必
要
不
可
欠
と
言
え
ま

す
。

Ｇ
Ｘ
施
策

そ
こ
で
、
当
社
で
は
森
林
経
営
な
ど

の
取
組
み
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
・
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し

て
国
が
認
証
す
る
「
Ｊ‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当

初
は
工
場
を
持
つ
製
造
業
な
ど
を
主
な
ク

レ
ジ
ッ
ト
購
入
先
と
し
て
想
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
ケ
ー
キ
店
、
居
酒
屋 

チ
ェ
ー
ン
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た

一
般
消
費
者
向
け
の
事
業
者
に
も
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
で
得
た
収
益
は
山
へ
再
投

資
し
、
林
道
整
備
や
森
林
環
境
の
保
全
、

森
林
の
育
林
作
業
に
活
用
し
、
経
済
と
環

境
の
好
循
環
を
生
ん
で
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
推
進
活
動

自
社
の
製
材
工
場
や
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

で
使
用
す
る
電
気
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、

２
０
２
５
年
３
月
に
工
場
の
屋
根
に
自
家

消
費
型
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
自
社

の
環
境
負
荷
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
近
年
は
、
環
境
対
策
、
特
に

自
社
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削

減
が
企
業
活
動
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
も
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
取
り
組
み
、
今
後
は

蓄
電
池
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、
災
害
対

策
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今

後
の
展
望

今
後
も
、
Ｊ
‒ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
や

森
林
再
生
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
、
快
適
さ
や

利
便
性
を
損
な
わ
な
い
持
続
可
能
な
社
会

を
目
指
し
ま
す
。「
C
O
2

を
減
ら
す
に

は
経
済
活
動
を
止
め
る
し
か
な
い
」
と
い

う
考
え
方
は
過
去
の
も
の
と
し
、
こ
れ
か

ら
は
「
消
費
行
動
が
環
境
へ
の
貢
献
に
つ

な
が
る
社
会
」
を
目
指
す
時
代
で
す
。
事

業
者
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
、
消
費
者

一
人
ひ
と
り
の
選
択
が
、
Ｇ
Ｘ
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
る
と
考
え
、
Ｇ
Ｘ
推
進
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。
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・地域商工業者の代表者として、地域産業の振興発展に寄与すること。
・商工会議所の最高議決機関である議員総会の構成員として、
　商工会議所の運営に関する必要な事項の決定を行うこと。

議員の種類、定数

１号議員

２号議員

３号議員

１号議員

２号議員

３号議員

46人
（議員定数の50％以上）

31人
（議員定数の35％以下）

13人
（議員定数の15％以下）

会員等が投票によって会員のうちから選挙した議員

部会が部会員のうちから選任した議員

会頭が常議員会の同意を得て会員のうちから選任した議員

議員の選挙・選任スケジュール

●８月１日（金）・・・・・・・・・・・・
●８月19日（火）・・・・・・・・・・・・
●10月３日（金）・・・・・・・・・・・・
●10月３日（金）～13日（月）
●10月23日（木）・・・・・・・・・・・

●８月７日（木）・・・・・・・・・・・・
●８月７日（木）～９月３日（水） の間に選任

●８月７日 (木) ・・・・・・・・・・・・ 

選挙人名簿の作成（８月８日（金）～15日（金）縦覧）
選挙人名簿の確定
選挙の告示
立候補の届出
投票日（立候補者が定数を超えない場合は、
無投票により立候補者を当選者と決定）

常議員会で部会ごとの定数割当て

常議員会で選任

議員について

❶
役 割

❷
任 期

❸
定 数

・現議員　令和 ４ 年11月１日～令和 ７ 年10月31日（３年）
・新議員　令和 ７ 年11月１日～令和10年10月31日（３年）

９０人

議員の選挙・選任
手続きについて
議員の選挙・選任
手続きについて

臨時議員総会／10月30日（木）
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《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

《順不同・敬称略》会員の異動
変更箇所 事業所名 新 旧

代 表 者 ㈱ホテル一畑
ツインリーブスホテル出雲 山根　健二 足立　和美

事 業 所 名 ナカバヤシファクトリー㈱
出雲アライアンス

ナカバヤシファクトリー㈱ 
出雲アライアンス 島根ナカバヤシ㈱出雲工場

所 在 地 出雲中央交通㈱ 高松町 775-1 枝大津町 22-1

事業所名 代表者名 営業内容
所在地 TEL 部会
ヤマサキアーキテクト 山崎　慎司 建設コンサルタント
塩冶原町 3-3-7 0853-23-4220 建設産業部会
小村渉行政書士事務所 小村　渉 行政書士業務及びライター業
松江市天神町 149-2　
サニーサイド U203 号室 070-2622-8023 金融・情報サービス部会

こんにちは、壽生会です！

一
言

昨年で開院40周年。出雲市駅から車で
約10分、上塩冶町にある寿生病院を中心
とした慢性期医療・介護施設のグループ
です。

（医）壽生会
代 表 者：理事長　宮本　晋吾
営業内容：病院、介護施設の運営
住　　所：〒693-0022　出雲市上塩冶町2862-1
T E L：0853-24-2160
営業時間：8：30～17：00
H 　  P：http://juseikai.jp/

合同会社kahana
代 表 者：島津　偉匡
営業内容：訪問看護
住　　所：〒693-0005　出雲市天神町888-2 
　　　　　ラポール天神101
T E L：0853-31-5820
営業時間：8：30～17：30
定 休 日：土曜日・日曜日・祝日
E -ma i l：kahana.houmon@gmail.com 

一
言

不登校や発達に特性のあるお子さんを対
象にした訪問看護です。親子が「独り」に
ならず、地域と繋がるためのサポートを提
供します。

今年4月に開設したお子さま
向け

訪問看護ステーション

ご加入ありがとうございます!新入会員さん
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・地域商工業者の代表者として、地域産業の振興発展に寄与すること。
・商工会議所の最高議決機関である議員総会の構成員として、
　商工会議所の運営に関する必要な事項の決定を行うこと。

議員の種類、定数

１号議員

２号議員

３号議員

１号議員

２号議員

３号議員

46人
（議員定数の50％以上）

31人
（議員定数の35％以下）

13人
（議員定数の15％以下）

会員等が投票によって会員のうちから選挙した議員

部会が部会員のうちから選任した議員

会頭が常議員会の同意を得て会員のうちから選任した議員

議員の選挙・選任スケジュール

●８月１日（金）・・・・・・・・・・・・
●８月19日（火）・・・・・・・・・・・・
●10月３日（金）・・・・・・・・・・・・
●10月３日（金）～13日（月）
●10月23日（木）・・・・・・・・・・・

●８月７日（木）・・・・・・・・・・・・
●８月７日（木）～９月３日（水） の間に選任

●８月７日 (木) ・・・・・・・・・・・・ 

選挙人名簿の作成（８月８日（金）～15日（金）縦覧）
選挙人名簿の確定
選挙の告示
立候補の届出
投票日（立候補者が定数を超えない場合は、
無投票により立候補者を当選者と決定）

常議員会で部会ごとの定数割当て

常議員会で選任

議員について

❶
役 割

❷
任 期

❸
定 数

・現議員　令和 ４ 年11月１日～令和 ７ 年10月31日（３年）
・新議員　令和 ７ 年11月１日～令和10年10月31日（３年）

９０人

議員の選挙・選任
手続きについて
議員の選挙・選任
手続きについて

臨時議員総会／10月30日（木）
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《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

《順不同・敬称略》会員の異動
変更箇所 事業所名 新 旧

代 表 者 ㈱ホテル一畑
ツインリーブスホテル出雲 山根　健二 足立　和美

事 業 所 名 ナカバヤシファクトリー㈱
出雲アライアンス

ナカバヤシファクトリー㈱ 
出雲アライアンス 島根ナカバヤシ㈱出雲工場

所 在 地 出雲中央交通㈱ 高松町 775-1 枝大津町 22-1

事業所名 代表者名 営業内容
所在地 TEL 部会
ヤマサキアーキテクト 山崎　慎司 建設コンサルタント
塩冶原町 3-3-7 0853-23-4220 建設産業部会
小村渉行政書士事務所 小村　渉 行政書士業務及びライター業
松江市天神町 149-2　
サニーサイド U203 号室 070-2622-8023 金融・情報サービス部会

こんにちは、壽生会です！

一
言

昨年で開院40周年。出雲市駅から車で
約10分、上塩冶町にある寿生病院を中心
とした慢性期医療・介護施設のグループ
です。

（医）壽生会
代 表 者：理事長　宮本　晋吾
営業内容：病院、介護施設の運営
住　　所：〒693-0022　出雲市上塩冶町2862-1
T E L：0853-24-2160
営業時間：8：30～17：00
H 　  P：http://juseikai.jp/

合同会社kahana
代 表 者：島津　偉匡
営業内容：訪問看護
住　　所：〒693-0005　出雲市天神町888-2 
　　　　　ラポール天神101
T E L：0853-31-5820
営業時間：8：30～17：30
定 休 日：土曜日・日曜日・祝日
E -ma i l：kahana.houmon@gmail.com 

一
言

不登校や発達に特性のあるお子さんを対
象にした訪問看護です。親子が「独り」に
ならず、地域と繋がるためのサポートを提
供します。

今年4月に開設したお子さま
向け

訪問看護ステーション

ご加入ありがとうございます!新入会員さん
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出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

℡ 

21
‐
1
1
８
５

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

衛
生
指
導
課

海
外
渡
航
す
る
場
合
の

　
　
　
　
　
　感染
対
策

職
場
の
感
染
症
予
防
対
策

　
　
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

事業者の皆様へ従業員の皆様へ
〇従業員が、予防接種のために医療機関など
の受診を希望した場合には、ご配慮ください。
〇入社時などに、予防接種の記録の確認を本
人に呼びかけるようにしてください。
〇職場での感染予防のため、感染症にかかっ
た人の休暇についてご配慮ください。
〇従業員に対し、抗体検査の機会を設けるよう
ご配慮ください。

〇自分自身の予防接種歴、り患歴（かかったこと
があるか）を確認、記録しておきましょう。

〇予防接種を受けていない方、り患歴のない
方、どちらも不明な方は、麻しん・風しんの予
防接種をご検討ください。
〇妊娠前に麻しん・風疹の予防接種をご検討く
ださい。また、妊娠中の女性のご家族につい
ても予防接種をご検討ください。
（妊娠中は麻しん・風しんの予防接種を受け
  ることができません。）

　
日
本
国
内
で
は
患
者
数
が
少
な
い
感
染

症
で
も
、
海
外
渡
航
で
感
染
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
知
識
と
予
防
方
法
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

渡
航
前
に
・
・
・

〇
検
疫
所
、
外
務
省
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　
ト
で
、
渡
航
先
の
感
染
症
の
発
生
状
況

　
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
渡
航
先
に
応
じ
て
必
要
な
予
防
接
種
の
　

　
種
類
を
確
認
し
、
接
種
で
き
て
い
な
い

　

　も
の
が
あ
れ
ば
事
前
に
接
種
し
て
お
き

　
　

　ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
免
疫
力
が
つ
く

　
た
め
に
は
接
種
後
数
週
間
か
か
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

〇
渡
航
中
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
の

　
相
談
先
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

渡
航
中
は
・
・
・

〇
食
事
は
十
分
に
加
熱
さ
れ
た
信
頼
で
き

　
る
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

〇
狂
犬
病
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
な
ど
の
動
物
が
媒
介
す
る

　
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
た
め

　
に
、
動
物
と
の
不
必
要
な
接

　
触
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

〇
蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
も
あ
り

　
ま
す
。
肌
の
露
出
を
減
ら
し
、
必
要
に

　
応
じ
て
虫
よ
け
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

帰
国
後
は
・
・
・

　
感
染
症
に
は
、
潜
伏
期
間
（
感
染
し
て

か
ら
発
症
す
る
ま
で
の
期
間
）
が
数
日
か

ら
数
週
間
程
度
あ
り
、
渡
航
中
に
症
状
が

な
く
て
も
、
帰
国
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
帰
国
後
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
事

前
に
医
療
機
関
に
電
話
連
絡
の
う
え
、マ

ス
ク
等
の
感
染
対
策
を
講
じ
て
受
診
し
、

医
師
に
渡
航
の
状
況
を
必
ず
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

　　
麻
し
ん
も
風
し
ん
も
日
本
国
内
で
は
患

者
数
が
少
な
い
疾
患
で
す
が
、
外
国
を
推

定
感
染
地
域
と
す
る
輸
入
事
例
が
、
日
本

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
の
感
染
症
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
家
族
や
一
緒
に
働
く
方
を
感
染
症

か
ら
守
る
た
め
に
、
下
記
を
参
照
し
、
職

場
で
の
対
策
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
と
は
？

・
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
感

　
染
症
で
す
。

・
感
染
経
路
は
、
空
気
感
染
、
飛
沫
感
染
、

　
接
触
感
染
で
、
感
染
力
は
非
常
に
強
い
　
　
　

　
で
す
。

・
主
な
症
状
は
、
発
熱
（
最
初
３
～
４
日

　
は
38
℃
前
後
、
一
時
下
が
っ
た
後
、
再

　
び
39
～
40
℃
の
高
熱
）、
咳
、
鼻
水
、
発

　
疹
な
ど
。
そ
の
他
に
も
脳
炎
な
ど
の
合
　
　
　

　
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
先
進
国
で
あ
っ
て
も
、
１
０
０
０
人
に

　
１
人
の
割
合
で
死
亡
す
る
可
能
性
が
あ

　
り
ま
す
。

・
妊
婦
が
麻
し
ん
に
か
か
る
と
、
流
産
や

　
早
産
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
と
は
？

・
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
感

　
染
症
で
す
。

・
感
染
経
路
は
、
飛
沫
感
染
で
す
。

・
症
状
は
、
小
児
の
場
合
は
軽
症
で
症
状

　
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

　
成
人
で
は
、
高
熱
、
発
疹
、
関
節
痛
な

　
ど
、
小
児
よ
り
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。ま
た
、脳
炎
や
血
小
板
減
少
性

　
紫
斑
病
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
胎
児
も

　
感
染
し
、眼
、耳
、
心
臓
な
ど
に
先
天
性
　

　
の
病
気
を
も
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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ゆめタウン出雲東館3F

上映時間は
こちらから！

T・ジョイ出雲の映画ランキングT・ジョイ出雲の映画ランキング

※現在は上映が終了している場合がございます

©吾峠呼世晴／集英社・アニプレックス・ufotable

7月18日㈮公開

1位 「名探偵コナン 隻眼の残像（フラッシュバック）」
2位 「ミッション：インポッシブル／ファイナル・レコニング」
3位 「マインクラフト／ザ・ムービー」
4位 「国宝」
5位 「岸辺露伴は動かない　懺悔室」

5/16～6/15までの集計

鬼となった妹・禰豆子を人間に戻すため鬼狩りの組織《鬼殺隊》に
入った竈門炭治郎。入隊後、仲間である我妻善逸、嘴平伊之助と
共に様々な鬼と戦い、成長しながら友情や絆を深めていく。そし
て炭治郎は《鬼殺隊》最高位の剣士である《柱》と共に戦い、「無限
列車」では炎柱・煉獄杏寿郎、「遊郭」では音柱・宇髄天元、「刀鍛冶
の里」では、霞柱・時透無一郎、恋柱・甘露寺蜜璃と共に激闘を繰り
広げていった。
その後、来たる鬼との決戦に備えて、隊士たちと共に《柱》による
合同強化訓練《柱稽古》に挑んでいる最中、《鬼殺隊》の本部であ
る産屋敷邸に現れた鬼舞辻無惨。お館様の危機に駆けつけた
《柱》たちと炭治郎であったが、無惨の手によって謎の空間へと落
とされてしまう。炭治郎たちが落下した先、それは鬼の根城≪無
限城≫―“鬼殺隊”と”鬼”の最終決戦の火蓋が切って落とされる。

「『劇場版「鬼滅の刃」無限城編』第一章」
作品紹介　

7月ピックアップ映画作品7月ピックアップ映画作品

▲Web応募は
　こちらから

正解者の中から、抽選で3名様に図書カード
を差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

６
月
号
答
え

〈
ル
ー
ル
〉

• 空いたマスに1から9までの数字を埋めて完成させましょう。
• タテ・ヨコ各9列と太線で囲んだブロック（3×3の9マス）の中に同じ数字は
使えません。
• 最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答えください。

◆応募方法
◆記入事項

◆応募先

◆締め切り

はがき、メール、またはWebで応募
答えと郵便番号・住所・事業所名・氏
名のほか、必ず本誌へのご意見、ご感
想、今月号の記事の中で心に残った内
容などをご記入ください。

〒693-0011出雲市大津町1131-1
出雲商工会議所「ナンプレ」係
izm@izmcci.or.jp 
件名「ナンプレ」

答：７

7 9
5 3 2
2 1 5 4 7

5 9 4
9 6 7 1
5 1 4
7 2 4 3 9
4 6 2
9 8

1 4 6 2 3 5 8 9 7
8 7 9 1 6 4 3 2 5
2 5 3 7 8 9 6 4 1
4 9 2 3 1 7 5 6 8
5 8 7 4 9 6 2 1 3
6 3 1 8 5 2 4 7 9
9 6 8 5 4 1 7 3 2
7 1 5 6 2 3 9 8 4
3 2 4 9 7 8 1 5 6
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出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

℡ 

21
‐
1
1
８
５

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

衛
生
指
導
課

海
外
渡
航
す
る
場
合
の

　
　
　
　
　
　感染
対
策

職
場
の
感
染
症
予
防
対
策

　
　
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

事業者の皆様へ従業員の皆様へ
〇従業員が、予防接種のために医療機関など
の受診を希望した場合には、ご配慮ください。
〇入社時などに、予防接種の記録の確認を本
人に呼びかけるようにしてください。
〇職場での感染予防のため、感染症にかかっ
た人の休暇についてご配慮ください。
〇従業員に対し、抗体検査の機会を設けるよう
ご配慮ください。

〇自分自身の予防接種歴、り患歴（かかったこと
があるか）を確認、記録しておきましょう。

〇予防接種を受けていない方、り患歴のない
方、どちらも不明な方は、麻しん・風しんの予
防接種をご検討ください。
〇妊娠前に麻しん・風疹の予防接種をご検討く
ださい。また、妊娠中の女性のご家族につい
ても予防接種をご検討ください。
（妊娠中は麻しん・風しんの予防接種を受け
  ることができません。）

　
日
本
国
内
で
は
患
者
数
が
少
な
い
感
染

症
で
も
、
海
外
渡
航
で
感
染
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
知
識
と
予
防
方
法
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

渡
航
前
に
・
・
・

〇
検
疫
所
、
外
務
省
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　
ト
で
、
渡
航
先
の
感
染
症
の
発
生
状
況

　
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
渡
航
先
に
応
じ
て
必
要
な
予
防
接
種
の
　

　
種
類
を
確
認
し
、
接
種
で
き
て
い
な
い

　

　も
の
が
あ
れ
ば
事
前
に
接
種
し
て
お
き

　
　

　ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
免
疫
力
が
つ
く

　
た
め
に
は
接
種
後
数
週
間
か
か
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

〇
渡
航
中
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
の

　
相
談
先
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

渡
航
中
は
・
・
・

〇
食
事
は
十
分
に
加
熱
さ
れ
た
信
頼
で
き

　
る
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

〇
狂
犬
病
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
な
ど
の
動
物
が
媒
介
す
る

　
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
た
め

　
に
、
動
物
と
の
不
必
要
な
接

　
触
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

〇
蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
も
あ
り

　
ま
す
。
肌
の
露
出
を
減
ら
し
、
必
要
に

　
応
じ
て
虫
よ
け
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

帰
国
後
は
・
・
・

　
感
染
症
に
は
、
潜
伏
期
間
（
感
染
し
て

か
ら
発
症
す
る
ま
で
の
期
間
）
が
数
日
か

ら
数
週
間
程
度
あ
り
、
渡
航
中
に
症
状
が

な
く
て
も
、
帰
国
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
帰
国
後
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
事

前
に
医
療
機
関
に
電
話
連
絡
の
う
え
、マ

ス
ク
等
の
感
染
対
策
を
講
じ
て
受
診
し
、

医
師
に
渡
航
の
状
況
を
必
ず
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

　　
麻
し
ん
も
風
し
ん
も
日
本
国
内
で
は
患

者
数
が
少
な
い
疾
患
で
す
が
、
外
国
を
推

定
感
染
地
域
と
す
る
輸
入
事
例
が
、
日
本

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
の
感
染
症
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
家
族
や
一
緒
に
働
く
方
を
感
染
症

か
ら
守
る
た
め
に
、
下
記
を
参
照
し
、
職

場
で
の
対
策
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
と
は
？

・
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
感

　
染
症
で
す
。

・
感
染
経
路
は
、
空
気
感
染
、
飛
沫
感
染
、

　
接
触
感
染
で
、
感
染
力
は
非
常
に
強
い
　
　
　

　
で
す
。

・
主
な
症
状
は
、
発
熱
（
最
初
３
～
４
日

　
は
38
℃
前
後
、
一
時
下
が
っ
た
後
、
再

　
び
39
～
40
℃
の
高
熱
）、
咳
、
鼻
水
、
発

　
疹
な
ど
。
そ
の
他
に
も
脳
炎
な
ど
の
合
　
　
　

　
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
先
進
国
で
あ
っ
て
も
、
１
０
０
０
人
に

　
１
人
の
割
合
で
死
亡
す
る
可
能
性
が
あ

　
り
ま
す
。

・
妊
婦
が
麻
し
ん
に
か
か
る
と
、
流
産
や

　
早
産
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
と
は
？

・
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
感

　
染
症
で
す
。

・
感
染
経
路
は
、
飛
沫
感
染
で
す
。

・
症
状
は
、
小
児
の
場
合
は
軽
症
で
症
状

　
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

　
成
人
で
は
、
高
熱
、
発
疹
、
関
節
痛
な

　
ど
、
小
児
よ
り
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。ま
た
、脳
炎
や
血
小
板
減
少
性

　
紫
斑
病
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
胎
児
も

　
感
染
し
、眼
、耳
、
心
臓
な
ど
に
先
天
性
　

　
の
病
気
を
も
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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上映時間は
こちらから！

T・ジョイ出雲の映画ランキングT・ジョイ出雲の映画ランキング

※現在は上映が終了している場合がございます
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7月18日㈮公開

1位 「名探偵コナン 隻眼の残像（フラッシュバック）」
2位 「ミッション：インポッシブル／ファイナル・レコニング」
3位 「マインクラフト／ザ・ムービー」
4位 「国宝」
5位 「岸辺露伴は動かない　懺悔室」

5/16～6/15までの集計

鬼となった妹・禰豆子を人間に戻すため鬼狩りの組織《鬼殺隊》に
入った竈門炭治郎。入隊後、仲間である我妻善逸、嘴平伊之助と
共に様々な鬼と戦い、成長しながら友情や絆を深めていく。そし
て炭治郎は《鬼殺隊》最高位の剣士である《柱》と共に戦い、「無限
列車」では炎柱・煉獄杏寿郎、「遊郭」では音柱・宇髄天元、「刀鍛冶
の里」では、霞柱・時透無一郎、恋柱・甘露寺蜜璃と共に激闘を繰り
広げていった。
その後、来たる鬼との決戦に備えて、隊士たちと共に《柱》による
合同強化訓練《柱稽古》に挑んでいる最中、《鬼殺隊》の本部であ
る産屋敷邸に現れた鬼舞辻無惨。お館様の危機に駆けつけた
《柱》たちと炭治郎であったが、無惨の手によって謎の空間へと落
とされてしまう。炭治郎たちが落下した先、それは鬼の根城≪無
限城≫―“鬼殺隊”と”鬼”の最終決戦の火蓋が切って落とされる。

「『劇場版「鬼滅の刃」無限城編』第一章」
作品紹介　

7月ピックアップ映画作品7月ピックアップ映画作品

▲Web応募は
　こちらから

正解者の中から、抽選で3名様に図書カード
を差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

６
月
号
答
え

〈
ル
ー
ル
〉

• 空いたマスに1から9までの数字を埋めて完成させましょう。
• タテ・ヨコ各9列と太線で囲んだブロック（3×3の9マス）の中に同じ数字は
使えません。
• 最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答えください。

◆応募方法
◆記入事項

◆応募先

◆締め切り

はがき、メール、またはWebで応募
答えと郵便番号・住所・事業所名・氏
名のほか、必ず本誌へのご意見、ご感
想、今月号の記事の中で心に残った内
容などをご記入ください。

〒693-0011出雲市大津町1131-1
出雲商工会議所「ナンプレ」係
izm@izmcci.or.jp 
件名「ナンプレ」

答：７

7 9
5 3 2
2 1 5 4 7

5 9 4
9 6 7 1
5 1 4
7 2 4 3 9
4 6 2
9 8

1 4 6 2 3 5 8 9 7
8 7 9 1 6 4 3 2 5
2 5 3 7 8 9 6 4 1
4 9 2 3 1 7 5 6 8
5 8 7 4 9 6 2 1 3
6 3 1 8 5 2 4 7 9
9 6 8 5 4 1 7 3 2
7 1 5 6 2 3 9 8 4
3 2 4 9 7 8 1 5 6
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出雲商工会議所報出雲7月号（通巻692号）
発行日／
発行所／

発行人／
印刷所／

令和7年7月10日
出雲商工会議所
〒693-0011　出雲市大津町1131-1
松本 新吾
武永印刷株式会社

ジョイメイトしまねが
社員の皆様の福利厚生を
サポートします!

「2,030事業所・29,695人をサポート中」まずはお電話下さい! ジョイメイトしまね ☎（0852）28-6555

◎ジョイメイトしまねに加入すると以下のようなサポートが受けられます。

●会　費：一人月額1,000円（年間12,000円）

記載のサービスは一例です
。

（一財）島根県東部勤労者共済会

令和6年4月1日現在

健康診断
円補助

インフルエンザ予防接種
円補助（1回/年度）

歯科健診（歯科治療含む）

円補助（1回/年度）
永年勤続

円～ 円給付

5年に1度

祝金・見舞金給付
（例）結婚祝金 円

ドライブレコーダー購入
円補助（1回/5年度）

ETC装着セットアップ
円補助（1回/年度）

ジョイメイトしまね推奨ツアー
円 円補助

ツアー
円割引

（指定の旅行代理店）

隠岐汽船（1回/年度）
円割引

割引指定店お食事割引券
円プレゼント
（指定店）

抽選で

熟年夫婦旅行
円割引

隔年

忘・新年会（指定店利用）
円
円

宿泊付き又は日帰り（1回
/年度）

会議所カレンダー会議所カレンダー会議所カレンダー 7/10㈭
▼
8/9㈯

今後の主な動き

しょうこりんいずもっち

出雲商工会議所
マスコットキャラクター

企業と地域の応援団

今年も暑い日が
続いているね

こまめな休憩と
水分補給をしよう！

7月

14 月 定例商工相談（法律）

15 火 ＩＴなんでも相談会

22 火 定例商工相談（発明）

31 木 令和7年度最新版 
年収の壁徹底対策セミナー

8月

1 金 一日公庫

7 木
常議員会

建設産業部会総会・研修会

8 金 工業部会総会・研修会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2025.7
20出雲商工会議所報

・窓口での相談 ・事業計画策定支援 ・創業セミナー・創業塾開催
・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援

本 社：〒693-0043 出雲市長浜町1372-8
TEL（0853）28－8111 FAX（0853）28-8600

松江支店：〒690-0023 松江市竹矢町1770 TEL（0852）38-8255

浜田支店：〒697-1326 浜田市治和町イ120-1 TEL（0855）24-7655
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「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276

出
雲
商
工
会
議
所
報

　７
月
号

令
和
７
年
７
月
10
日
発
行
（
毎
月
１
回
10
日
発
行
）

電
話
（
０
８
５
３
）
２
５-

３
７
０
６

（
総
務
企
画
課
）

通
巻
６
９
２
号

　発
行
人

　松
本 

新
吾

発
行
所

〒
６
９
３-

０
０
１
１

出
雲
市
大
津
町
１
１
３
１-

１

出
雲
商
工
会
議
所

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276


